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農委広報

№40

　
農
業
委
員
に
よ
る
食
育

教
室
（
あ
つ
み
保
育
園
）

で
の
一
コ
マ
。

　
子
ど
も
た
ち
の
目
の
前

で
炊
い
た
ご
飯
を
、
ひ
と

り
ひ
と
り
の
持
つ
ラ
ッ
プ

に
よ
そ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
は
じ
め
は
恐
る
お
そ
る

の
手
つ
き
で
し
た
が
、
次

第
に
慣
れ
、
み
ん
な
楽
し

く
に
お
に
ぎ
り
を
握
り
ま

し
た
。

　
出
来
栄
え
は
、
十
人
十

色
。
み
ん
な
、
そ
れ
ぞ
れ

の
カ
ラ
ー
で
す
。

（
7
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

上
手
に
「
お
に
ぎ
り
」

握
ら
れ
る
か
な
？

上
手
に
「
お
に
ぎ
り
」

握
ら
れ
る
か
な
？



　

平
成
28
年
4
月
の
農
業
委
員

会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
・

施
行
に
よ
り
、
農
業
委
員
は

「
公
選
制
」か
ら「
任
命
制
」に

変
わ
っ
た
ほ
か
、
新
た
に
「
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」
を

委
嘱
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
こ
の
度
の
改
選
か

ら
こ
の
改
正
法
の
適
用
を
受
け

て
、
平
成
29
年
11
月
26
日
に
20

名
の
農
業
委
員
が
市
長
か
ら
任

命
さ
れ
、
新
た
に
31
名
の
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
農
業

委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
両
委
員
と
も
3
年
間
で

す
。

　

ま
た
同
日
、
新
農
業
委
員
に

よ
る
第
5
期
最
初
の
総
会
が
開

催
さ
れ
、
会
長
に
渡
部
長
和
氏

（
朝
日
）
が
、
会
長
職
務
代
理

者
に
石
塚
治
己
氏
（
鶴
岡
）
が

委
員
の
互
選
に
よ
り
選
出
さ
れ

ま
し
た
。（
部
会
長
等
の
役
員
も

選
出
し
て
い
ま
す
。
委
員
の
紹

介
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
ご
健
勝
で
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
11
月
に
任
期
満

了
に
伴
う
委
員
の
改
選
が
あ
り
、

そ
の
第
1
回
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
精
一
杯
努
め
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
4
月
に
農
業
委
員
会

法
が
改
正
・
施
行
さ
れ
、
農
業

委
員
は
選
挙
に
よ
る
選
任
で
は

な
く
、
議
会
の
同
意
を
経
て
の

市
長
に
よ
る
任
命
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
同
時
に
、
新
た
に
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
も
設

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
農
業

委
員
20
名
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
31
名
の
計
51
名
の
体

制
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
で
は
、
特
に
農
地

利
用
の
最
適
化
と
い
う
主
要
課

題
が
課
せ
ら
れ
、
現
場
に
密
着

し
た
活
動
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
、
推
進
委
員
は
地
域
の

農
地
の
流
動
化
等
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
農
業
委
員
と
一
体

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

三
浦
前
会
長
の
目
指
し
た
農

業
委
員
会
活
動
の
意
思
を
引
継

ぎ
、
本
市
農
業
振
興
の
た
め
活

動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
、

新
年
な
ら
び
に
会
長
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（２）農委広報　もっしぇのー

新しい制度による
農業委員・農地利用最適化推進委員

が任命・委嘱されました

新しい制度による
農業委員・農地利用最適化推進委員

が任命・委嘱されました

鶴
岡
市
の
農
地
利
用
の
最
適
化
と

　
　
地
域
農
業
の
発
展
を
目
指
し
て

鶴
岡
市
の
農
地
利
用
の
最
適
化
と

　
　
地
域
農
業
の
発
展
を
目
指
し
て

新
会
長
に
渡
部
長
和
氏
が
就
任

新
会
長
に
渡
部
長
和
氏
が
就
任

新
年
な
ら
び
に
会
長
就
任
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
あ
い
さ
つ

新
年
な
ら
び
に
会
長
就
任
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
あ
い
さ
つ

鶴
岡
市
農
業
委
員
会

　
　
会
長
　
渡
部
長
和

鶴
岡
市
農
業
委
員
会

　
　
会
長
　
渡
部
長
和

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
き
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
昨
年
11
月
の
改
選
に
よ
り
、
新
た
に
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
任
命
・
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。



（３） 農委広報　もっしぇのー

新
農
業
委
員
の
紹
介

新
農
業
委
員
の
紹
介

東部農地部会 《藤島、羽黒、櫛引、朝日地域を担当します》

石川　守
野田目字家ノ越34番地
（藤島）TEL 64-2568
営農・担い手専門委員長

いし かわ　　まもるたか はし　　としさい とう　　ちからもり　　しげ　た おく やま　やす みつ

奥山 康光
小中島字猫作66番地2
（藤島）TEL 64-3775

髙橋　聡
羽黒町町屋字村中31番地
（羽黒）TEL 62-3758
東部農地部会長

齋藤　力
羽黒町川代字中川代230番地
（羽黒）TEL 62-4467

森　繁太
𣗄代字西野157番地
（櫛引）TEL 57-4131
東部農地部会長職務代理者

まえ　た　　　こうい　とう　ゆ　き　こわた なべ　たけ かずさ　とうすが わら　ひさ つぐ

前田　浩
丸岡字町の内223番地
（櫛引）TEL 57-3190

伊藤 由紀子
熊出字下村180番地
（朝日）TEL 53-3129

渡部 長和
東岩本字野中117番地
（朝日）TEL 53-2410

会　長

佐藤 みほ
熊出字東村60番地

（朝日）TEL 53-3019

菅原 久継
大岩川甲369番地

（温海）TEL 43-2504

農
地
の
貸
し
借
り
、
売
買
、
転
用
な
ど
、
農
地
に
関
す
る
こ
と
は

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

鶴岡市農業委員会運営委員は、会長、会長職務代理者、東西の部会長、同部会長職務代理者、
広報編集委員長、営農・担い手専門委員長、食育・地産地消専門委員長、調整委員会連絡会議
正副会長および重松美鈴委員（女性委員代表）の12名で構成し、農業委員会業務の運営を担います。

鈴木　裕
平田丁8番地

（鶴岡）TEL 29-2269
西部農地部会長

すず　き　　　ゆう

おお いけ　のり　ここん　の　　き　よしおお　た　ひろ のりい が ら し　さとるしげ まつ　み　すず

き　むら　　みつると　き　よし ひさいし づか　はる　き ばん どう　よう すい

西部農地部会 《鶴岡、温海地域を担当します》

坂東 陽水
勝福寺字下川田235番地
（鶴岡）TEL 24-7675

木村　充
矢馳字上矢馳158番地1
（鶴岡）TEL 77-4381
営農・担い手専門副委員長

土岐 善久
大広丁151番地

（鶴岡）TEL 35-3831

石塚 治己
三瀬戊381番地

（鶴岡）TEL 73-2291
会長職務代理者

大池 典子
淀川町12番33号

（鶴岡）TEL 23-8280

今野 喜好
大山字上柳原153番地2
（鶴岡）TEL 33-0392

太田 裕徳
馬町字駒繋153番地
（鶴岡）TEL 33-0642
広報編集委員長

五十嵐 覚
関川66番地

（温海）TEL 47-2467
西部農地部会長職務代理者

重松 美鈴
西荒屋字杉下36番地
（櫛引）TEL 57-4024
広報編集副委員長

氏　　名
住　　所
電話番号
役 職 名



（４）農委広報　もっしぇのー

鶴
岡
地
域
１

鶴
岡
・
斎
・
黄
金
・
栄
・
京
田

鶴
岡
地
域
２

湯
田
川・田
川・大
泉・豊
浦・上
郷

鶴
岡
地
域
３

大
山
・
西
郷
・
湯
野
浜
・
加
茂

藤
島
地
域

羽
黒
地
域

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
紹
介

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
紹
介

小南 美弥子
小京田25番地
TEL 22-5027

こ みなみ　み　や　こさ　とう　やす ひろ

佐藤 康弘
新海町12番9号
TEL 22-3435

はら　だ　まさ ゆき

原田 政幸
福田字中田31番地2
TEL 29-2295

こ ばやし　　まこと

小林　真
千石町14番22号
TEL 22-8524

あ　べ　　　たかし

阿部　隆
谷定字楯ノ前8番地
TEL 57-3976

調整委員会連絡会議会長

榎本 新悦
少連寺甲83番地
TEL 35-2941

食育・地産地消専門副委員長

えのもと　しん えつよし ずみ　よし ゆき

吉住 喜之
白山字囲地田50番地
TEL 22-4390

は　せ　がわ　ひろ ゆき

長谷川 浩之
水沢庚2番地
TEL 35-2088

きく　ち　かつ　み

菊地 勝三
三瀬丙70番地1
TEL 73-2048

阿部 元成
面野山206番地
TEL 76-2313

あ　べ　　もと しげさ　とう　かつ ひさ

佐藤 克久
茨新田字砂山182番地1

TEL 76-1151

ほん　ま　　　まこと

本間　誠
下川字関根171番地
TEL 33-1031

おぎ わら　ゆう　た

荻原 優太
大山を169番地
TEL 33-0738

食育・地産地消専門委員長

工藤 久子
藤島字向楯跡57番地1
TEL 64-3102

く　どう　ひさ　こさい とう　ひで みち

齋藤 英道
渡前字山道東28番地
TEL 64-4307

いし　い　みつ あき

石井 光明
添川字池苗代77番地
TEL 64-2672

もり　　しゅうひろ

森　秀弘
長沼字宮東202番地
TEL 64-5597

渡部 幸也
羽黒町昼田字南田53番地

TEL 62-3469

わた なべ　こう　やしん たて　　のぼる

新舘　登
羽黒町川代字川代山1187番地

TEL 62-4111
調整委員会連絡会議副会長

こん　の　まさ よし

金野 匡良
羽黒町猪俣新田字田屋前153番地

TEL 62-3310

まる やま　しん いち

丸山 伸一
羽黒町荒川字荒泉橋40番地

TEL 62-2819

農
地
に
関
す
る
こ
と
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
氏　　名
住　　所
電話番号
役 職 名



（５） 農委広報　もっしぇのー

建
議・要
望
書
を
市
長
に
提
出

建
議・要
望
書
を
市
長
に
提
出

平成29年度 大高根農場記念山形県農業賞受賞

　

昨
年
の
10
月
24
日
、
第
4
期

農
業
委
員
の
最
後
の
総
会
（
第

7
回
）
が
出
羽
庄
内
国
際
村
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
提
案
さ
れ
た
8
件

の
議
案
す
べ
て
が
出
席
委
員
の

全
員
賛
成
で
決
議
さ
れ
、
11
月

9
日
に
農
業
委
員
5
役
で
皆
川

鶴
岡
市
長
に
建
議
・
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

本
市
前
会
長
の
三

浦
伸
一
氏
が
平
成
29

年
度
の
大
高
根
農
場

記
念
山
形
県
農
業
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
浦
氏
は
平
成
5

年
に
農
業
委
員
に
就

任
し
、
平
成
20
年
か

ら
は
会
長
を
務
め
て
、

市
の
農
地
行
政
、
農

業
振
興
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
山

形
県
農
業
会
議
副
会

長
や
農
業
委
員
会
庄

内
地
方
協
議
会
会
長

を
務
め
る
な
ど
、
本

市
の
み
な
ら
ず
、
県

内
外
の
農
政
、
農
業

振
興
に
も
幅
広
く
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

前 鶴岡市農業委員会 会長
三浦 伸一 氏

櫛
引
地
域

温
海
地
域

佐々木 貢昌
田代字広瀬102番地
TEL 57-3834

さ　さ　き　みつ あきさ　く　ま　ゆたか

佐久間 豊
西荒屋字川原田123番地

TEL 57-3166

こ ばやし よし かず

小林 義一
黒川字成沢172番地
TEL 57-2262

たか はし　ふみ　お

髙橋 文雄
三千刈字清和58番地
TEL 57-3185

かめ　い　たつ　お

亀井 龍夫
倉沢字中向49番地
TEL 55-2617

清野 吉喜
越中山字谷口61番地
TEL 53-2388

せい　の　よし　きい　とう　とし かず

伊藤 敏一
熊出字下村177番地
TEL 53-2288

い が ら し　かず ひろ

五十嵐 一浩
一霞43番地
TEL 43-3249

えのもと　うめ ぞう

榎本 梅藏
温海川甲35番地
TEL 47-2207

さ　とう　のぶ　お

佐藤 宣夫
木野俣乙183番地
TEL 47-2022

朝
日
地
域

　

提
出
し
た
建
議
・
要
望
書
は

「
平
成
30
年
度
鶴
岡
市
農
業
振

興
施
策
予
算
に
関
す
る
建
議

書
」、「
農
業
の
労
働
力
確
保
に

関
す
る
要
望
書
」
な
ら
び
に

「
鶴
岡
市
の
食
文
化
の
Ｐ
Ｒ
に

関
す
る
要
望
書
」
の
3
件
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
建
議
・
要
望
に
対

し
皆
川
市
長
は
、『
要
望
内
容

を
再
確
認
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
。』
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
国
に
は
、「
農
地
集
約

の
推
進
に
関
す
る
要
望
書
」、

お
よ
び
「
農
業
者
年
金
の
政
策

支
援
対
象
者
の
拡
大
に
関
す
る

要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

法
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委

員
は
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
農
業
の
現
場
と
地
域
に

根
差
し
た
組
織
と
し
て
、
農
業

者
の
意
見
・
要
望
を
建
議
し
て

い
き
ま
す
。

第
４
期
第
7
回
農
業
委
員
会
総
会
開
催



■（有）鶴岡協同ファーム（鶴岡・民田）
■（有）田和楽（藤島・小中島）
■ 井上農場　代表・井上　馨（藤島・渡前）
■（農）あさひの輝き・まんてん（朝日・東岩本）
■（株）あつみ農地保全組合（温海・湯温海）

■（株）アシスト（鶴岡・本田）
■ 上新田農事組合法人（藤島・長沼）
■（株）ハグロファーム（羽黒・川代）

◆支援内容、条件など詳しくは、事務局にお問い合わせください。

事業に協力をいただいている支援農業者・団体です。
（農地の貸付けに協力してくださる農業者・団体：１１月末現在、敬称略）

（６）農委広報　もっしぇのー

平成30年産以降も、米価安定のためには、
これまでどおり需給調整が必要です

平成30年産以降も、米価安定のためには、
これまでどおり需給調整が必要です

平成30年産から米政策の見直しにより行政による生産数量目標と米の
直接支払交付金が廃止されますが、以下の点は今後も継続します。

・「生産の目安（生産数量目標に代わる数値）」
　の提示による需給調整の実施
・大豆や飼料用米、そば、野菜等の
　転作作物への交付金の交付

お問い合わせ先　鶴岡市農業振興協議会事務局（鶴岡市農政課経営支援係）
℡ 25-2111（内線554、574）

～ 荒廃農地等利活用促進対策交付金を活用ください ～
荒廃した農地を引き受け、再生する農業者・農業者等の組織する団体等が行う再生作業や
発生防止等の取り組みを支援します。
支援内容　以下の作業等にかかる経費等について支援します。
（１）再生作業　　（２）発生防止　　（３）土づくり　　（４）営農定着
（５）施設等補完整備　　（６）実証ほ場の設置・運営、試験販売等

新規就農者のみなさん！『アグリランドバンク（新規就農者支援型）』
が農地の確保をサポートします！

新規就農者のみなさん！『アグリランドバンク（新規就農者支援型）』
が農地の確保をサポートします！

◆支援内容、条件など詳しくは、事務局にお問い合わせください。

『荒れている農地を活き還らせよう！！』『荒れている農地を活き還らせよう！！』



（７） 農委広報　もっしぇのー

　

食
育
・
地
産
地
消
専
門
委
員

会
（
鈴
木
ゆ
り
委
員
長
）
の
食

育
教
室
が
、
昨
年
10
月
19
日
に

（
社
福
）
あ
つ
み
福
祉
会
あ
つ

み
保
育
園
（
齋
藤
裕
子
園
長
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

食
育
・
地
産
地
消
専
門
委
員

会
で
は
、
委
員
長
以
下
15
名
が

食
育
教
室
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
、
第
4
期
最
後
の
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
つ
み
保
育
園
の
協

力
の
も
と
、
年
長
組
（
5
歳

児
）
17
名
を
対
象
に
、委
員
等

11
名
が
参
加
し
て『
つ
や
姫
』

を
使
っ
た
「
お
に
ぎ
り
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
米
を
研

ぐ
体
験
、
米
の
お
話
か
ら
始
め
、

透
明
な
鍋
で
米
の
炊
き
上
が
っ

て
い
く
様
子
を
観
察
し
て
も
ら

い
ま
し
た
が
（
写
真
参
照
）、

米
が
舞
い
上
が
っ
て
炊
き
上
が

る
様
子
を
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ

て
見
て
い
ま
し
た
。

　

炊
き
上
が
っ
た
ご
は
ん
の
お

に
ぎ
り
作
り
体
験
（
表
紙
参

照
）、
つ
や
姫
体
操
や
絵
本
、

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
の
後
、

委
員
と
園
児
が
一
緒
に
な
っ
て

食
事
会
を
行
い
、
お
に
ぎ
り
を

ほ
お
ば
り
な
が
ら
、
好
き
な
食

べ
物
や
遊
び
の
こ
と
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
交
流
し
ま

し
た
。

　

食
育
・
地
産
地
消
専
門
委
員

会
は
新
委
員
、
推
進
委
員
に
も

引
き
継
が
れ
、
こ
れ
か
ら
も
、

食
育
教
室
を
は
じ
め
、
地
産
地

消
推
進
の
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

農
業
振
興
・
担
い
手
専
門
委

員
会
（
上
林
淳
委
員
長
）
は
、

昨
年
の
10
月
12
日
に
若
手
農
業

者
、
山
形
大
学
農
学
部
学
生
と

の
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
若
手
農
業
者
4
名
、

農
学
部
の
学
生
12
名
と
、
同
委

員
等
11
名
が
若
手
農
業
者
の
農

作
物
栽
培
ほ
場
を
見
学
し
て
栽

培
状
況
の
説
明
等
を
受
け
た
の

ち
、
意
見
交
換
を
行
い
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

最
初
は
石
向
多
恵
氏
（
藤

島
）
の
露
地
ね
ぎ
の
栽
培
ほ
場

を
見
学
し
、
排
水
な
ど
の
ほ
場

条
件
に
苦
労
し
て
い
る
状
況
や

今
後
の
経
営
展
開
な
ど
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

2
カ
所
目
は
伊
藤
恒
幸
氏

（
鶴
岡
）
の
藤
沢
か
ぶ
の
栽
培

ほ
場
で
、
農
作
業
の
大
変
さ
や

在
来
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
こ

と
へ
の
誇
り
等
、
興
味
深
い
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
三
学
区
コ
ミ
セ

ン
に
会
場
を
移
し
て
の
意
見
交

換
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
に

対
す
る
思
い
や
、
現
状
な
ど
を

話
し
合
い
、
若
手
農
業
者
の
必

要
と
す
る
こ
と
や
、
学
生
の
現

状
等
、
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
引
き
続
き
情

報
交
換
会
も
行
い
、
有
意
義
な

交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
5
期
の
委
員
会
で
も
こ
の

よ
う
な
事
業
等
で
若
手
農
業
者

等
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

専門委員会活動報告（第４期委員）

藤沢かぶのほ場を見学中藤沢かぶのほ場を見学中

農業振興・担い手専門委員会

食育・地産地消専門委員会



鶴岡市農業委員会事務局
　〒９９９‐７６９６ 山形県鶴岡市藤島字笹花２５（鶴岡市藤島庁舎内）　☎６４‐５８６８（直）　FAX.６４‐５８４６
　http://www.city.tsuruoka.lg.jp/sangyo/nougyouiinaki/index.html

（８）農委広報　もっしぇのー

10月21日～22日10月21日～22日

つるおか大産業まつり2017つるおか大産業まつり2017
ご来場ありがとうございましたご来場ありがとうございました

　
昨
年
末
、
平
成
の
時
代
も
あ
と

一
年
あ
ま
り
と
な
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

「
平
成
」
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
い
思
い
出

以
上
に
、
大
き
な
災
害
や
事
件
・

事
故
な
ど
を
思
い
出
さ
れ
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
来
る
時
代
が
平
和
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
、
そ
ん
な
時
代
と
な
る

よ
う
願
う
、
年
の
始
め
で
す

あ
と
が
き

あ
と
が
き

○鶴岡分室  25-2111（代表）　 ○櫛引分室  57-2114　 ○羽黒分室  62-2111（代表）
○朝日分室  53-2111（代表）　 ○温海分室  43-4616

　

委
員
長
・
太
田
裕
徳（
鶴
岡
）、

副
委
員
長
・
重
松
美
鈴（
櫛
引
）、

石
塚
治
己（
鶴
岡
）、
佐
藤
み
ほ（
朝

日
）、
小
林
真（
鶴
岡
）、
吉
住
喜
之

（
鶴
岡
）、
石
井
光
明（
藤
島
）、
金

野
匡
良（
羽
黒
）、
髙
橋
文
雄（
櫛

引
）、
佐
藤
宣
夫（
温
海
）

　

こ
の
10
名
で「
も
っ
し
ぇ
の
ー
」

の
作
成
に
携
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

３
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　農業委員会では、毎年恒例の「手作り寄せ
豆腐のふるまい」、「農産物の販売」などを行い
ました。
　２２日はあいにくの雨となりましたが、多く
の市民のみなさんに喜んでいただきました。

①農業に従事されている方は誰でも加入ＯＫ！
②少子・高齢化時代に強い積立方式の年金！
③終身年金で８０歳までの保証つき！
④支払った保険料は全額社会保険料控除！
⑤手厚い政策支援、保険料に国庫補助も！
⑥保険料の額は範囲内（※）で自由に設定！
　（※月額２万円～６万７千円）
～農業者の方なら広くご加入いただけます～

暮らしと経営に役立つ農業情報を週一回
お届けします。

農業者年金に加入しませんか農業者年金に加入しませんか農業者年金に加入しませんか農業者年金に加入しませんか新
広
報
編
集
委
員

　
　
　
メ
ン
バ
ー
紹
介

新
広
報
編
集
委
員

　
　
　
メ
ン
バ
ー
紹
介

全国農業新聞を購読しませんか全国農業新聞を購読しませんか

◎購読のお申し込みは農業委員会事務局
　または各分室へ

◎ＪＡ各支所、農業委員会事務局、各分室へ
　ご相談ください。

購読料　一ケ月　７００円（税込）


